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まえがき 

この規格は，工業標準化法第 12 条第 1 項の規定に基づき，一般社団法人日本光学硝子工業会（JOGMA）

及び一般財団法人日本規格協会（JSA）から，工業標準原案を具して日本工業規格を制定すべきとの申出

があり，日本工業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が制定した日本工業規格である。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本工業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 

JIS B 7080 の規格群には，次に示す部編成がある。 

JIS B 7080-1 第 1 部：用語 

JIS B 7080-2 第 2 部：分光光学特性 

JIS B 7080-3 第 3 部：環境耐久性試験方法 

JIS B 7080-4 第 4 部：特定試験方法 
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日本工業規格          JIS 
 B 7080-1：2015 
 (ISO 9211-1：2010) 

光学及びフォトニクス－光学コーティング－ 

第 1 部：用語 

Optics and photonics-Optical coatings-Part 1: Definitions 

 

序文 

この規格は，2010 年に第 2 版として発行された ISO 9211-1 を基に，技術的内容及び構成を変更すること

なく作成した日本工業規格である。 

なお，この規格で点線の下線を施してある参考事項は，対応国際規格にはない事項である。 

 

1 適用範囲 

JIS B 7080 の規格群は，光学コーティングによる光学部品及び光学基板（眼鏡レンズを除く。）（以下，

部品及び基板という。）の表面処理の性質を明らかにし，仕様書のための標準書式について規定している。

必要に応じて，一般的特性，試験方法及び測定方法を示すが，製造工程を限定するものではない。 

この規格は，光学コーティング関係の用語及び定義について規定する。用語は，基本的用語の定義（箇

条 2），機能別コーティングに関する用語の定義（箇条 3），一般的なコーティング欠陥に関する用語の定義

（箇条 4）及びその他の用語（箇条 5）に分類する。 

注記 この規格の対応国際規格及びその対応の程度を表す記号を，次に示す。 

ISO 9211-1:2010，Optics and photonics－Optical coatings－Part 1: Definitions（IDT） 

なお，対応の程度を表す記号“IDT”は，ISO/IEC Guide 21-1 に基づき，“一致している”こ

とを示す。 

 

2 基本的用語の定義 

この規格で用いる基本的用語の定義は，次による。 

2.1 光学コーティング 

2.1.1 

部品及び基板の表面処理（surface treatment of components and substrates） 

部品及び基板に施す表面処理。 

部品及び基板の表面が本来もっている光学的，物理的又は化学的な特性を変えるために行う。 

注記 基板は，幾何学的に完全な形状で，光学的に均質とみなす。実際には，基板とコーティングと

を組み合わせたもの（結合部品）を一つの実体として，実験によって性質を明らかにし，測定

を行う。 

2.1.2 

入射媒質（incident medium） 

電磁放射がコーティングに入ってくる側の媒質。 


